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家庭科 教育 の学 習方法 に関 する一考察
一木下竹次の裁縫学習法を題材にして一
















平成元年(1989年)度の学習指導要領の改訂により、学校教育は大 きな転換を余儀 な くされ
ている。最 も変化 したものは小学校低学年における生活科の新設であろう。生活科では 「具体的












続 して行われる教科であるため、生活科で培われた理念を引き継 ぐ重要な役割を担 うと考えられ
る。そのため家庭科においては、生活科同様、子ども達が自ら考え主体的に行動できる資質や能
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力を重視する教育が行われなければな らない。 しか し現場では、従来との違いに戸惑いながら試
行錯誤 しっっ取 り組んでいるのが現状である。
(2)新しい学力観の歴史的系譜














よって現在の新 しい学力観 も家庭科 もその成立は、デューイらの子ども中心的 ・経験主義的教
育思想の影響を受けた大正期の新教育の実践がもともとの始まりであったといえよう。
(3)問題の所在
以上のことから、大正新教育運動期の学力観や家庭科(当 時は家事 ・裁縫科)の 学習理念およ





















『学習原論』 においては、「注入主義」 という言葉こそ用いていないが、それに対応す る 「他
律的学習」 という用語とそれに対立する 「自律的学習」 という用語を用いて、「自律的学習学は、
真剣に之を実施 したな らば、他律的教育学を実施 して得た結果よりも頗る有効であって、往々吾々
を驚嘆させることのある」(木下、1992、2頁)と、教え込みによる教育に対 し、児童生徒の主




の建設』 になると 「教師中心主義又は主知主義説明主義の学級的一斉教授を施す ことに依 って終










木下竹次は一貫 して注入的な教授方法を批判するだけでなく、い くつかの学習法等を提案 して
いる。まずは合科学習の方法ならびにその意義を簡単に説明する。
木下竹次は学習とは生活を通 して生活を向上させることであると考えていたζとはすでに述べ
てきたが、生活というものは 「余 りに分類的に構成的に取 り扱 うては、複雑微妙な人生の向上を
図 り文化の創造を進めて行 くことは困難である」 と考え、合科学習を提案 した。合科とは 「学習
生活を幾部分に分類せず之を単一体として学習する方法である。従 って合科は不分化と云ふのが
最も適当である称呼の便利のために斯 く云ふのである。合科 は分化を総合する意味では無 い」
(木下、1922、275頁)。しかしすべての学習を単一体 として扱 うのではなく、
1)大合科学習一人生全体に亘って順次に生活単位を定めていく。
2)中合科学習一人生全体に文科 ・理科 ・技術科の如 くいくつかに範囲を定め、その同一範
囲内で順序に系統を立てて生活単位を選定する。












































生方は緻密に私たちを見守 り適切なア ドバイスを与えて下 さいました。(b:p.204)
a:『新教育の探究者』、b:『わが校八十年の歩み』






生活が複雑になるにっれて、小合科学習に移 ってよいとしている。ただし、「分科学習 に移 って































えるのも楽 しい、いつの間にか数学好 きのこどもになりました。また山歩 きでは、時




行われていたことがわかる。(表2)ま た4年 、5年 、6年 、高等科になると、 中合科、小合科
といった形に進むことになっていく。小合科に進むにっれて教科学習に近 くなるが、通常の教科
学習にくらべて教科同士の関連を尊重 し、拡張 ・進化 した学習が行われる点に合科としての特徴
がある。またこのように関連を尊重 していると、進度が遅 くなるので、学期ごとに重要な問題を
取 り上げどれを割愛するのかをきめてカリキュラムを作成 したり、それがどこまで進行 したかを
記録する評価の仕事などが行われた。取り上げる教材 も、教科書にこだわるのではな く、教師自
身が児童をよく観察 した結果最 もふさわ しいものを選択 していた。
その後、合科学習の理念は後の重松鷹康主事に受け継がれ、低学年においては通常の教科カ リ
キュラムではなく 「しごと」「けいこ」「なかよし」という3っの要素から成 るカ リキュラムが確
立 し、現在に至るまで実践がっつけられている。
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(3)独自学習 ・相互学習
木下竹次は 「学級的統一教育法を打破 した自立的学習法」 として 「独自学習から始めて相互学
習に進み、更に一層進んだ独自学習に帰入する組織方法」を提唱 した。(木下、1922、1頁)
独自学習とは教師によって教授 される学習ではなく、予習や復習といった従来か らある自習の
ことを指すのでもない。新教材の学習を始める際にまず行 う学習が 「独自学習」 であり、「自ら





法 も学習者自身が作 り出すのである。そのように創作 した方法に従い実行 し、その結果が自らの




によって学習者の自立性を助けるようにするのが教師の役割であることを強 く主張 している。 こ
こで も注入主義批判が生 きている。
独自学習にひきっづき、相互学習が行われなければならない。独自学習だけでは、児童生徒が
行 う仕事に間違いの可能性があること、学級の児童生徒数の数が多いことから指導が不行 き届 き
になる可能性があること、社会的大人格を養成することができないことから、独自学習後の相互




習である。進め方 は両者とも同 じであるが、分団相互学習では成員が少ないことから 「互いに学







の更なる発展が期待できるためである。相互学習の際 も、教師は直接指導を行 うことはな く、
「教師 もその学習団体の一成員として」参加することが求められる。
この独 自学習 ・相互学習を実践 した奈良女高師附小では、独自学習が十分に行えるようにと特
設学習時間を設けたり環境を整えることで、学習活動を確実なものにしていたようだ。木下竹次










教室 の児童 机 はU字 型 に排 列 さ れ て、 児 童
はお互 い に対 面 して デ ィ ス ヵ ッ シ ョ ンを 行
い(a=P.227)
児童 、 生 徒 の 自学 に よる成 果 は各 自 が発 表
板(小 板 の黒 板)に 書 いて 教 室 の 紙 面 に掲
示 し、 他生 の 通読 、 批判 に供 え、 児 童 、 生

























好 きな勉強 がで きる 「自由時 簡 」 は とて も魅力 が あ
りま した。好 きな ことは や れ るだ け や り、 そ の力 を
伸 ば させ よ うというこ とが、先生 の主張(a:p.251)
「自由時間」 は学 年の別 な く勉強で きま して、上 級生




週 間通 じて始 業一時 間目(火 曜 と木 曜 日は二 時 間)
がいつ も学習 時間 と名 づ け られ た 自 由時 間 で、 今 で
いう解 体 クラスで しょうか 、 そ れ ぞ れの生 徒 が 、 今
日は数学 の教 室へ、今 日は国 語 と好 き な教 室へ 行 っ
て、 自分 の研 究 したい こ とを 自由 に学 習 す る し くみ
にな って いま した…。 わ か らな い こと、 研 究 した い
ことを教室 に備 えつ けの図 書 を参 考 に した り、 先 生
に聞 いた り してい ま した。
入学 した手 の頃 は、初 め て の経 験 で ど こへ行 こ う.
か 自分で決 あ ることがで きず 、 お友 だ ち と 「今 日 あ
んた何処 へ行 くの」 と相 談 して は 自主的 に は判 断 し
かね て いた時 もあ りま した。
一 年生 の頃は国語 の教 室 へ 行 くと、 国 語担 当 の 先
生 が二人 お られて他 にいつ も決 ま って 、 部 屋 の片 隅
で、黙 々 と勉強 してお られ、 時 々先 生 と親 しそ うに
質 問 して お られ る方 を 「あ の人 はい っ も国語 に来 て





しておられました。 そ してその問題 を中
心にして生徒たちで問題解決 してい くの
です。(P.254)























毎 日の午 前の二 時間が特 設学 習 にな って いて 、 自分
の したい ことを自由 にす る時 間で した。 最 初 の 頃 は
何 を しよ うか とあ れ これ苦 労 しま した が 、 大 体 は
「算術」 の教師用 の本を どんどん進 んで行 き、 国語 は
読本 の文 中の主 人公 にな って 専 ら 「創 作 」 を しま し
た。例 えば 「鉢の木」 の登場 人物 や 「青 の洞 門」の僧
にな ったつ もりで、 その心 情 を る る と綴 った り、 文
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そのためのU字 型の机の配置、小黒板の活用をあげており、それ らがその後の自立 した生活を
送 るための基礎 となったと振り返っている。
またこれらの学習方法は、後に斉藤喜博の島小学校や大村 はまら昭和の名人教師たちによって
継続 ・発展されていった。島小学校では、木下竹次が提唱した学習の型を土台に、1予 備学習 ・









木下竹次は裁縫学習 ・裁縫教育の目的につ いて 「私は端的 に答へて裁縫心の鍛成」(木下、

































3.1958年以降の中学校技術 ・家庭科などとの関わ りにおいて 「技術」 の扱いを どうするの
か、長い間議論が続けられてきた。一っは戦前の裁縫 ・家庭科で重視された良妻賢母教育との関
連か ら、技術を主婦の 「手わざ」や 「生活運営の手段」と捉えその修得を主眼とする立場がある。






と、その第2項 目目に 「裁縫に関する知識技能を修得する」をあげていることに気づ く。よって
技術の習得を裁縫教育の重要な一側面として捉えていることがわかる。
しかし 「知的教授によって幾分か裁縫心を育成することができるけれども結局に於 いて裁縫心
の発展 は其の実現 に依って得 られるものである」(木下、1939、27頁)とも述べている。すなわ
ち、すべての裁縫心あ育成のためには、.知的教授だけでなく実践を通 した活動が必要であると論




文部省 は現代の家庭科教育が もっ反省課題 として次の3項 目を挙げている。
1。子ども中心の授業でなかったこと
2.知識や技能が中心の学力であったこと
3.子どもの生 きる日常生活の広い視点か ら授業を構想 していなか ったこと(文部省、1993)
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4.学習者の要求 と社会的要求 とを顧慮 し教師中心主義の主知主義学級教授を排除 し師弟協
力 して相共に任務を完 とうする社会発展主義の学習を基調として裁縫学習を行ふ
5.裁縫科の内容を改めそ家事科 との協調を保っ







想の日本婦人」 とは決 して単なる良妻賢母の育成を目指 していたのではないことがわかる。っま
り、現在の新 しい学力観で目指すものと同様、主体的に学習 し生活できる能力の育成を目指 して
いたことがわかる。
(2)裁縫学習における合科学習







しか し 「文明の進歩と共に女子の学習せねばならぬ重要な事項が漸次増加 して来て最早裁縫の
修得のみでは満足ができない様になったから、寧ろ裁縫の教授時間を減少 しても増加することは
宜 しく無」(木下、1915、1-2頁)く、「裁縫学習は廣 く他学科 と密接なる関係を持 って居 るか





容は、例えば、国語科 との関係については 「自律的に創作的に裁縫学習を為すには教科書 ・参考
書 ・プリント等を使用することが多いか ら強い読書力を持 って居ることは極めて必要である。又
此の裁縫学習に於いては学習ノー トを作成することが必要であるが、(中略)技 術的記述がで き
るようになると此の領合も容易である」(木下、1939、117頁)というよ うに、裁縫学習との関
連と言 うよりもむ しろ、学力 ・能カー般 との関連となっており、とりたてて特徴的なものである
とはいえない。む しろ斉藤喜博校長の島小学校での実践など(海東照子、1955)、後に木下竹次















































6心身の活動に行詰を生 じ裁縫意の如 くならざる時は其行詰をつき止めて其の解決 に工夫創作を
試みること





11裁縫に間違を生 じた時は成るべく其の都度之を修訂 し極力間違を反復せぬ様に努力す ると共に
其の仕事が漸次に修訂されてそれが更に進歩の出発点 となる様に努めること


































(3)学級相互学習に対する下相談を為 し学級学習問題 ・主張する意見 ・質問事項等を定める
(4》教師が或る分団に特別な指導を必要 とするときがある




従って各学級成員が同一の独自学習を為 して居なくとも同種類の材料にっいて独 自学習を為 して居
るならばそれで満足せねばならぬ。
2.学習単位の取り方は大小種々である。(D或 る衣類全体の相互学習一 ズロース スリップ ブ
ラウス スカート 女物大裁単衣 袷 袷羽織 綿入 袴等を取って其の選択 製作 使用を相互
に学習する(② ～(1①は割愛)
3.各学習単位に沢山の研究問題が出たときは其の内の中心問題を定めて相互学習に入る。其の研究
中に成る可く枝葉問題を含めて研究するようにする。其の研究中に入らない小問題 は成 る可 く時間
を取らぬ様に して処理 し中心問題は成る可 く沢山の学習時間を供給する。此の問題 は成 る可 く学習
者全体から提出する。
4.相互学習の際に発表する事柄は問題提出理由 解決意見 反対意見 賛成意見 折衷意見 補足
意見 総合意見 超越意見 質問 批評 商議の進行に関する意見等である。最初 は成 る可 く概的
意見を開陳し之 に質問が起 こって漸次部分的詳細な展に向かって研究が進むと宜 しい。最:初に余 り
完全な意見が出ると反って研究には不便なことが多い。




7.意見発表の際には実物 標本 小塗板 用紙 色チョーク 方眼塗板 木炭筆 チ ャコ 布吊等
を利用する。
8.同一問題について幾人も意見を発表する。此の際。同一意見が反復せられることは寧 ろ必要であ
る。概 して学習者は同一意見を反復 してはならぬと思ふから研究が徹底せぬ。又学習者相互 の間に
種々の質問が出て商議する様になると宜 しい。成る可 く師弟の問答 とならぬがよい。斯 くす る内に




10.教師は成る可 く僅少の言葉で指針を取 る。時には説明も発問も指名も差 し支えないが成る可 く学
習者の方から発表するがよい。教師が余り鋭く追求するか難問を出すと学習者の発表は少な くなる。
発表が一方に偏 し或るい発表が極めて少なくなることは常に相互学習の効果を希薄にする。
11.教師が定見をもって指導すれば如何に議論が粉糾 しても遂には落ちっく所に落 ちっ くのが妙であ
るが教師に定見を欠 くと結果は甚だ宜 しくない。只裁縫には伝統的のもので無意味 のもの、研究未
踏のもの、説明不能のものがあって困ることが多い。
12.正々 堂 々と研究発表を為すならば商議場 は実に人生の生活場である。商議は全人格の修養になる。
寛容 互助 主張 攻撃 忍耐 自重 憤怒 悲哀 爽快 明朗等に関する生活体験を豊富 に得 ら
れて之に書する方法が了得される。
13.教師の方か らは成る可 く結論を与へないで自然に結論に帰着するようにすべきである。





眼を高めることに注意」すること、すなわち他の教科同様 「独 自学習」 と 「相互学習」を行 うこ
、とを勧あている。(木下、1939、621～624頁)
裁縫学習における独自学習であるが、独自学習には 「目的追及」「方法創作」「実行」 「批判」









2)描書する。全形図 ・部分図 ・剖展図 ・着用した図 ・衣類の美的描書等を出来るだけ学習
帳に書いてみる。
3)測定によって図形に寸法記入、衣類各部の寸法比較 ・寸法の相違 と着衣の外観 との関係
の調査等を行ふ
4)色彩 ・配色 ・模様 ・紋章 ・衣類の形態等の調査を為す。












の方法論はどのような学力観に立脚 しているのか、 もう一度根底から学力 とは何かを問い直して
いかなければならないだろう。
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